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群  少人数群 

使用言語  日本語 

時間数  30時間 

対象学生  全学向 配当学年  主として１回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期

 2025・
 前期集中 

曜時限
 集中
 ８月中旬から下
旬の間に実施予
定 

授業形態  ゼミナール（対面授業科目） 

 キーワード  再生可能エネルギー / 東南アジア / 海外研修 

　受講定員
  (1回生定員)  15 (8) 人

教室  国外で実施（タイ） 

 

 [授業の概要・目的]
東南アジアのタイ国チェンマイ大学を訪問し、再生可能エネルギーの基礎と導入時の問題点および
将来展望について、チェンマイ大学の学生と共に学ぶ。

 [到達目標]
海外の学生と共に英語で学び、議論し、発表する経験を経て、コミュニケーション力と表現力を身
に着ける。

 [授業計画と内容]
8月初旬　事前授業
8月13日　日本出発
8月14日　オリエンテーション、講義１日本・タイのエネルギー事情
8月15日　講義 2 太陽光、水力エネルギーについて
8月16日　講義 3 バイオマス、バイオガスエネルギーについて
8月17日　フィールド学習（再生可能エネルギー実地研修）
8月18日　ERDI研究所見学、グループ学習
8月19日　文化交流・体験
8月20日　文化交流・体験
8月21日　グループ学習、発表練習
8月22日　研究発表会、修了式
8月23日　帰国予定

 [履修要件]
安全講習の受講、学研災付帯海外留学保険への加入が確認できない学生は、ILASセミナー（海外）
に参加することはできません。

 [成績評価の方法・観点]
現地での学習状況と帰国後提出するレポートに基づき採点する

 [教科書]
使用しない

ILASセミナー（海外）  ：東南アジアの再生可能エネルギー開発(2)へ続く↓↓↓



ILASセミナー（海外）  ：東南アジアの再生可能エネルギー開発(2)

 [授業外学修（予習・復習）等]
事前授業を含め、すべての行事に参加し、レポートを提出すること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


